


































































































































































































と」に関しても指摘したように、平安時代においては「打消」を修飾することは一般的ではなかった「いたく（う） 」は鎌倉時代に入ると、全体の使用量を減少させつつも「打消」を導く「陳述副詞」の様な機能を有するようになる。いみじく（う）　「いみじく（う） 」は、平安時代の『源氏物語』でのみ使用が確認された。平安時代以後に成立した資料では使用が見られず、副詞「いみじく（う） は平安時代 特有の程度副詞であ と推測される。　また、 「いみじく（う）
+打消」表現に目を向けてみると、
302例もの用例が確認された『源氏物語』において、 「いみじく（う） 」が打消しを伴っ 割合は僅か
0.3％であり、打消」との














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ど・だいたい」といった意味 用いられている点に言及したい。「大方」は現在「全体における大部分」といった程度を有した語彙として使用されており、その機能は程度副詞的であ といえる。 「おほかた」という程度副詞はかつての「陳述副詞」的な機能を弱くしていき、次第に語が持つ「程度性」が強まったことが推測された　
かつて「程度副詞」が「陳述副詞」と同じ意識下で用いられ得
たように、 「陳述副詞」もまた「程度副詞 的な機能を有することができたと考えら る。
四、打消を伴う陳述副詞の意味用法


















































































































































































































































































































































































































































































































の性質の為に、 「程度副 と「陳述副詞」 境界は時に極めて曖昧になったことが推測される　
古代日本語において「程度副詞」が「打消を伴った」と考え
のではなく、 「程度副詞」と 陳述 の機能の境界 極 て曖昧なものであった為に、それらが入れ替わる事態がしばしば生じていたと考えたい。　
さて、 「〜ない」の形を導く陳述副詞「全然」の使用に乱れが
生じていることはあらゆる場で指摘されている。 「全然だいじょうぶ」のように肯定文に用いられる 全然」がその一例であ 。蛇足的ではあるが、 うした「全然」 使い方に関して二つの側面から私見を述べたい。　
一つは「打消を導く陳述副詞」が「程度性」 内包していると
いう視点である。 「全然だ ょうぶ」と う文章は「だいじょうぶ」である状態の程度が甚 し を表現して と捉え
ば、打消を導く陳述副詞である「全然」が有する程度性ゆえに、本稿で指摘した様な「陳述副詞→程度副詞」という変化が現代日本語において見られ始めた例であると考えること でき だろう。　
また、もう一つは「日本語の論理化」という視点である。小林
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